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最終頁に続く

(57)【要約】
【課題】特性の劣化を抑制することができる圧電振動ユ 
ニットを提供する。
【解決手段】  圧電振動ユニット１においては、絶縁接 
着材３０により、圧電素子１０の電極部１２Ａ、１２Ｂ 
と配線部材２０の配線２１Ａ、２１Ｂとが物理的に接続 
されている。加えて、圧電素子１０の電極部１２Ａ、１ 
２Ｂと配線部材２０の配線２１Ａ、２１Ｂとは直接接し 
ているため、両者は電気的にも接続されている。このよ 
うに、圧電素子１０の電極部１２Ａ、１２Ｂと配線部材 
２０の配線２１Ａ、２１Ｂとの接続は、絶縁接着材３０ 
により実現されている。すなわち、圧電振動ユニット１ 
に過熱をもたらすはんだや熱硬化性樹脂接着材を用いる 
必要がない。したがって、圧電振動ユニット１が過熱さ 
れる事態が有意に回避されており、それにより過熱に起 
因する特性の劣化が抑制されている。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 面 上 に 第 １ 電 極 部 が 露 出 す る 圧 電 素 子 と 、
　 前 記 圧 電 素 子 に 対 し て 前 記 主 面 側 か ら 重 ね ら れ 、 前 記 第 １ 電 極 部 と 直 接 接 す る 第 １ 配 線  
と 該 第 １ 配 線 を 保 持 す る 基 材 と を 有 す る 配 線 部 材 と 、
　 前 記 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 接 着 材 と
を 備 え る 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が 、 前 記 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と の 間 に 介 在  
す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 配 線 部 材 と の 重 な り 方 向 か ら 見 て 前 記 第 １ 電 極 部 の  
周 囲 に も 存 在 し て 前 記 配 線 部 材 の 基 材 お よ び 前 記 圧 電 素 子 に 接 す る 第 ２ 部 分 と を 有 す る 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 接 着 材 の 前 記 第 ２ 部 分 の 厚 さ が 前 記 第 １ 部 分 の 厚 さ よ り 厚 い 、 請 求 項 ２ に 記 載  
の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 接 着 材 の 前 記 第 ２ 部 分 に お け る 前 記 配 線 部 材 の 基 材 と 前 記 圧 電 素 子 と の 間 の 接  
着 力 よ り 、 前 記 第 １ 部 分 に お け る 前 記 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と  
の 間 の 接 着 力 の ほ う が 大 き い 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 圧 電 素 子 の 主 面 に お け る 前 記 第 １ 電 極 部 と 隣 り 合 う 位 置 に 、 前 記 第 １ 電 極 部 と は 異  
な る 極 性 の 第 ２ 電 極 部 が 露 出 し て お り 、
　 前 記 配 線 部 材 が 、 前 記 圧 電 素 子 の 第 ２ 電 極 部 と 直 接 接 す る 第 ２ 配 線 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が 、 前 記 圧 電 素 子 の 第 ２ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 ２ 配 線 と の 間 に 介 在  
し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 配 線 部 材 の 基 材 が 透 光 性 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が Ｕ Ｖ 硬 化 性 を 有 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が 嫌 気 性 を 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 圧 電 素 子 が バ イ モ ル フ 型 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 圧 電 素 子 を 備 え る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 圧 電 振 動 ユ ニ ッ  
ト に お い て 、 圧 電 素 子 に 対 し て 電 圧 信 号 を 印 加 す る 配 線 部 材 に は 、 圧 電 素 子 の 振 動 が 制 限  
さ れ な い よ う に フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 （ Ｆ Ｐ Ｃ ） が 採 用 さ れ 得 る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト に お い て は 、 圧 電 素 子 と 配 線 部 材 と を 物 理 的 に 接 続 す る と と  
も に 電 気 的 に 接 続 す る 必 要 が あ る 。 そ の 接 続 の 際 に 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト が 過 熱 さ れ た 場 合  
に は 、 過 熱 箇 所 に お い て 圧 電 素 子 の 分 極 が 変 わ っ た り 、 配 線 基 板 の 導 体 部 分 と 樹 脂 部 分 と  
の 界 面 が 剥 離 し た り す る 事 態 が 生 じ 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト の 特 性 が 劣 化 す る こ と が 考 え ら れ  
る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 特 性 の 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的  
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 主 面 上 に 第 １ 電 極 部 が 露 出 す る 圧 電 素 子 と  
、 圧 電 素 子 に 対 し て 主 面 側 か ら 重 ね ら れ 、 第 １ 電 極 部 と 直 接 接 す る 第 １ 配 線 と 該 第 １ 配 線  
を 保 持 す る 基 材 と を 有 す る 配 線 部 材 と 、 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と の  
間 に 介 在 す る 絶 縁 接 着 材 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト に お い て は 、 絶 縁 接 着 材 に よ り 、 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 配 線 部  
材 の 第 １ 配 線 と が 物 理 的 に 接 続 さ れ て い る 。 加 え て 、 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 配 線 部 材 の  
第 １ 配 線 と は 直 接 接 し て い る た め 、 両 者 は 電 気 的 に も 接 続 さ れ て い る 。 圧 電 素 子 の 第 １ 電  
極 部 と 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と の 接 続 に 、 は ん だ や 熱 硬 化 性 樹 脂 接 着 材 は 用 い ら れ な い た め  
、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト が 過 熱 さ れ る 事 態 が 有 意 に 回 避 さ れ て お り 、 そ れ に よ り 過 熱 に 起 因 す  
る 特 性 の 劣 化 が 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 絶 縁 接 着 材 が 、 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 配 線 部  
材 の 第 １ 配 線 と の 間 に 介 在 す る 第 １ 部 分 と 、 圧 電 素 子 と 配 線 部 材 と の 重 な り 方 向 か ら 見 て  
第 １ 電 極 部 の 周 囲 に も 存 在 し て 配 線 部 材 の 基 材 お よ び 圧 電 素 子 に 接 す る 第 ２ 部 分 と を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 絶 縁 接 着 材 の 第 ２ 部 分 の 厚 さ が 第 １ 部 分 の 厚 さ  
よ り 厚 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 絶 縁 接 着 材 の 第 ２ 部 分 に お け る 配 線 部 材 の 基 材  
と 圧 電 素 子 と の 間 の 接 着 力 よ り 、 第 １ 部 分 に お け る 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 配 線 部 材 の 第  
１ 配 線 と の 間 の 接 着 力 の ほ う が 大 き い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 圧 電 素 子 の 主 面 に お け る 第 １ 電 極 部 と 隣 り 合 う  
位 置 に 、 第 １ 電 極 部 と は 異 な る 極 性 の 第 ２ 電 極 部 が 露 出 し て お り 、 配 線 部 材 が 圧 電 素 子 の  
第 ２ 電 極 部 と 直 接 接 す る 第 ２ 配 線 を さ ら に 有 し 、 絶 縁 接 着 材 が 、 圧 電 素 子 の 第 ２ 電 極 部 と  
配 線 部 材 の 第 ２ 配 線 と の 間 に 介 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 配 線 部 材 の 基 材 が 透 光 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 絶 縁 接 着 材 が Ｕ Ｖ 硬 化 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 絶 縁 接 着 材 が 嫌 気 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 他 の 側 面 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト で は 、 圧 電 素 子 が バ イ モ ル フ 型 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 種 々 の 側 面 に よ れ ば 、 特 性 の 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト が  
提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 圧 電 素 子 と 配 線 部 材 と の 重 な り 部 分 を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ３ の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 １ 電 極 部 と 配 線 と の 界 面 を 示 し た 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 異 な る 態 様 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト を 示 し た 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 異 な る 態 様 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト を 示 し た 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 説 明 に  
お い て 、 同 一 要 素 又 は 同 一 機 能 を 有 す る 要 素 に は 、 同 一 符 号 を 用 い る こ と と し 、 重 複 す る  
説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト １ は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 圧 電 素 子 １ ０ お よ び 配 線 部 材 ２ ０ を 備  
え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 圧 電 素 子 １ ０ は 、 長 方 形 平 板 状 の 外 形 を 有 し 、 板 厚 方 向 に 重 な る 圧 電 体 層 と 電 極 層 と を  
含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 圧 電 素 子 １ ０ は 、 ２ 枚 の 圧 電 体 層 が 重 ね ら れ た  
バ イ モ ル フ 型 で あ り 、 電 極 層 と し て 正 極 層 、 負 極 層 お よ び コ モ ン 層 を 含 む 。 各 圧 電 体 層 は  
、 一 層 の 圧 電 体 層 を 含 む 単 層 構 造 で あ っ て も よ く 、 複 数 の 圧 電 体 層 と 複 数 の 電 極 層 と が 交  
互 に 積 層 さ れ た 多 層 構 造 で あ っ て も よ い 。 圧 電 体 層 は 、 た と え ば Ｐ Ｚ Ｔ 等 の 圧 電 セ ラ ミ ッ  
ク ス 材 料 で 構 成 す る こ と が で き る 。 圧 電 素 子 １ ０ は 、 角 部 お よ び 稜 線 部 が 面 取 り さ れ て い  
る 長 方 形 平 板 状 で あ っ て も よ く 、 角 部 お よ び 稜 線 部 が 丸 め ら れ た 長 方 形 平 板 状 で あ っ て も  
よ い 。 図 １ に 示 す 符 号 Ｃ は 、 平 面 視 に お け る 圧 電 素 子 １ ０ の 中 心 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 圧 電 素 子 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ （ 主 面 ） に は 、 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ が 隣 り 合 う よ う  
に し て 露 出 し て い る 。 各 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ は 、 圧 電 素 子 １ ０ を 構 成 す る 各 電 極 層 と 電  
気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 圧 電 素 子 １ ０ が バ イ モ ル フ 型 で あ る た め 、 電 極  
部 １ ２ Ｂ が 二 分 さ れ て お り 、 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ が 正 極 層 、 負 極 層 お よ び コ モ ン  
層 に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 間 に 周 期 的 な 電 圧  
信 号 を 入 力 す る と 、 圧 電 素 子 １ ０ の 圧 電 体 層 が 繰 り 返 し 膨 張 ま た 収 縮 す る こ と で 圧 電 素 子  
１ ０ 全 体 が 振 動 す る 。 圧 電 素 子 １ ０ に は 、 主 に 、 板 厚 方 向 に 関 す る 振 動 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 圧 電 素 子 １ ０ の 一 端 部 １ １ に 位 置  
し て い る 。 よ り 詳 し く は 、 一 対 の 接 続 端 子 １ ２ は 、 一 端 部 １ １ の 縁 １ １ ａ か ら 離 間 し て お  
り 、 一 端 部 １ １ の 縁 １ １ ａ に 沿 っ て 並 ん で い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 各 電 極 部 １ ２ Ａ 、  
１ ２ Ｂ は 、 平 面 視 に お い て 矩 形 状 を 呈 す る 。 各 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ は 、 平 面 視 に お い て  
円 形 や 楕 円 形 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 配 線 部 材 ２ ０ は 、 圧 電 素 子 １ ０ の 延 在 方 向 と 同 じ 方 向 に 延 び る 帯 状 部 材 で あ り 、 圧 電 素  
子 １ ０ よ り 幅 狭 と な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 配 線 部 材 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 端 部  
２ ５ に お い て 圧 電 素 子 １ ０ と 重 な っ て お り 、 圧 電 素 子 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ を 覆 っ て い る 。 配  
線 部 材 ２ ０ は 、 圧 電 素 子 １ ０ に 関 し て 中 心 Ｃ よ り も 端 部 １ １ 寄 り に 位 置 し て い る 。 圧 電 素  
子 １ ０ と 配 線 部 材 ２ ０ と は 互 い の 端 部 １ １ 、 ２ ５ 同 士 が 重 な っ て お り 、 配 線 部 材 ２ ０ は 、  
圧 電 素 子 １ ０ の 厚 さ 方 向 か ら 見 て 、 圧 電 素 子 １ ０ の 一 端 部 １ １ を 超 え て 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 配 線 部 材 ２ ０ は 、 た と え ば フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 （ Ｆ Ｐ Ｃ ） で あ る 。 配 線 部 材 ２ ０  
は 、 一 対 の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ を 備 え て お り 、 一 対 の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ を 保 持 す る 基 材  
と し て 樹 脂 シ ー ト ２ ２ お よ び カ バ ー 層 ２ ３ を 備 え て い る 。 一 対 の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ は い  
ず れ も 、 上 方 に 位 置 す る 樹 脂 シ ー ト ２ ２ と 下 方 に 位 置 す る カ バ ー 層 ２ ３ と で 挟 ま れ て い る  
。 カ バ ー 層 ２ ３ の 先 端 部 は 、 樹 脂 シ ー ト ２ ２ の 先 端 部 よ り 後 退 し て お り 、 配 線 部 材 ２ ０ の  
端 部 ２ ５ で は カ バ ー 層 ２ ３ か ら 一 対 の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ が 露 出 し て い る 。 本 実 施 形 態 で  
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は 、 各 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ は 金 属 等 の 導 電 材 料 （ 一 例 と し て Ｃ ｕ ） で 構 成 さ れ て い る 。 各  
配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ は 、 配 線 部 材 ２ ０ の 延 在 方 向 と 平 行 に 延 び て お り 、 先 端 部 に お い て 圧  
電 素 子 １ ０ の 各 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ と 重 な る よ う に 位 置 合 わ せ さ れ て い る 。 本 実 施 形 態  
で は 、 各 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 幅 は 各 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 幅 と 同 じ に な る よ う に 設 計  
さ れ て い る 。 樹 脂 シ ー ト ２ ２ お よ び カ バ ー 層 ２ ３ は い ず れ も Ｕ Ｖ 透 光 性 を 有 す る 樹 脂 材 料  
で 構 成 さ れ て い る 。 一 例 と し て 、 樹 脂 シ ー ト ２ ２ お よ び カ バ ー 層 ２ ３ は い ず れ も ポ リ カ ー  
ボ ネ ー ト や Ｐ Ｅ Ｔ で 構 成 す る こ と が で き る 。 樹 脂 シ ー ト ２ ２ と カ バ ー 層 ２ ３ と は 、 同 じ 材  
料 で 構 成 さ れ て い て も よ く 、 異 な る 材 料 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。 カ バ ー 層 ２ ３ は 、 配 線  
２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ が 設 け ら れ た 樹 脂 シ ー ト ２ ２ に 対 す る 印 刷 工 法 ま た は 貼 り 合 わ せ 工 法 に よ  
り 形 成 さ れ る 。 必 要 に 応 じ て 配 線 部 材 ２ ０ の 基 材 を 樹 脂 シ ー ト の み で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 圧 電 素 子 １ ０ と 配 線 部 材 ２ ０ と は 、 図 ３ ～ ５ に 示 す よ う に 絶 縁 接 着 材 ３ ０ に よ っ て 接 着  
さ れ て い る 。 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 、 配 線 部 材 ２ ０ の 端 部 ２ ５ に お い て 、 圧 電 素 子 １ ０ と 配 線  
部 材 ２ ０ と の 間 に 介 在 し て お り 、 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 上 と 周 囲 に 位 置 し て い る  
。 す な わ ち 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 、 圧 電 素 子 １ ０ の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ と 配 線 部 材 ２ ０ の  
配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ と の 間 に 介 在 す る 第 １ 部 分 ３ １ と 、 圧 電 素 子 １ ０ と 配 線 部 材 ２ ０ と の  
重 な り 方 向 か ら 見 て 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 周 囲 に 存 在 し て 配 線 部 材 ２ ０ の 樹 脂 シ ー ト ２  
２ お よ び 圧 電 素 子 １ ０ に 接 す る 第 ２ 部 分 ３ ２ と を 有 す る 。 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 、 カ バ ー 層 ２  
３ に 接 し て い て も よ く 接 し て い な く て も よ い 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ の 第 ２  
部 分 ３ ２ の 厚 さ Ｔ は 第 １ 部 分 ３ １ の 厚 さ ｔ よ り 厚 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と の 接 着 の 様 子 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 電 極 部 １ ２  
Ｂ と 配 線 ２ １ Ｂ と の 接 着 態 様 は 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と の 接 着 態 様 と 同 じ で あ る た  
め 説 明 は 省 略 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と の 間 は 絶 縁 接 着 材 ３  
０ で 充 た さ れ て い る 。 た だ し 、 微 視 的 に 見 る と 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と は 、 直 接 接  
し て お り 、 互 い に 物 理 的 に 接 触 し て い る と と も に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 図 ６ に 示 し た  
態 様 で は 、 配 線 ２ １ Ａ が 所 定 の 表 面 粗 さ を 有 し て お り 、 そ の 表 面 に 不 規 則 な 凹 凸 が 形 成 さ  
れ て お り 、 複 数 の 突 部 ２ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 配 線 ２ １ Ａ は 、 突 部 ２ １ ａ に お い て 電 極  
部 １ ２ Ａ と 物 理 的 に 接 触 し て お り 、 突 部 ２ １ ａ を 通 し て 電 極 部 １ ２ Ａ と 電 気 的 に 接 続 さ れ  
て い る 。 す な わ ち 、 各 突 部 ２ １ ａ が 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と の 間 の 電 気 的 な 接 続 経  
路 を 構 成 し て い る 。 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と の 間 に 絶 縁 接 着 材 ３ ０ を 介 在 さ せ た 後 、  
所 定 の 圧 力 で 圧 着 さ せ る こ と に よ り 、 物 理 的 な 接 触 を 増 や す こ と が で き る 。 凹 凸 が 不 規 則  
で あ る と は 、 凹 凸 に お け る 頂 の 間 隔 が 不 規 則 に 変 化 し て い る こ と 、 及 び 、 凹 凸 の 高 低 差 が  
不 規 則 に 変 化 し て い る こ と の 少 な く と も 一 方 を 含 む 。 不 規 則 な 凹 凸 は 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配  
線 ２ １ Ａ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に あ れ ば よ く 、 両 方 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 嫌 気 性 を 有 す る 。 こ の 場 合 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は  
主 成 分 と し て ア ク リ レ ー ト を 含 ん で い て も よ く 、 公 知 の 反 応 開 始 剤 が 添 加 さ れ 得 る 。 特 に  
、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ の 嫌 気 性 に よ り 、 電 極 部 １ ２ Ａ と 配 線 ２ １ Ａ と を 圧 着 さ せ る こ と で 、 第  
１ 部 分 ３ １ に お け る 絶 縁 接 着 材 ３ ０ が 両 者 を 互 い に 固 着 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 絶  
縁 接 着 材 ３ ０ は Ｕ Ｖ 硬 化 性 を 有 す る 。 こ の 場 合 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 主 成 分 と し て ア ク リ レ  
ー ト ま た は エ ポ キ シ を 含 ん で い て も よ く 、 公 知 の 光 重 合 開 始 剤 が 添 加 さ れ 得 る 。 特 に 、 絶  
縁 接 着 材 ３ ０ の Ｕ Ｖ 硬 化 性 に よ り 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ の 第 ２ 部 分 ３ ２ に お い て 、 圧 電 素 子 １  
０ の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ 以 外 の 主 面 領 域 と 配 線 部 材 ２ ０ の 樹 脂 シ ー ト ２ ２ と が Ｕ Ｖ 照 射  
に よ り 互 い に 固 着 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 配 線 部 材 ２ ０ の 基 材 が 透 光 性 を 有 す る た め 、  
圧 電 素 子 １ ０ と 配 線 部 材 ２ ０ と を 重 ね て 圧 着 し た 後 に 、 基 材 を 透 過 す る Ｕ Ｖ 光 に よ り 絶 縁  
接 着 材 ３ ０ の 第 ２ 部 分 ３ ２ を 硬 化 す る こ と が で き る 。 絶 縁 接 着 材 ３ ０ の 第 ２ 部 分 ３ ２ に お  
け る 配 線 部 材 ２ ０ の 樹 脂 シ ー ト ２ ２ と 圧 電 素 子 １ ０ と の 間 の 接 着 力 よ り 、 第 １ 部 分 ３ １ に  
お け る 圧 電 素 子 １ ０ の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ と 配 線 部 材 ２ ０ の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ と の 間  
の 接 着 力 の ほ う が 大 き い 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 し た 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト １ に お い て は 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ に よ り 、 圧 電 素 子 １ ０ の 電 極  
部 １ ２ Ａ （ 第 １ 電 極 部 ） お よ び 電 極 部 １ ２ Ｂ （ 第 ２ 電 極 部 ） と 配 線 部 材 ２ ０ の 配 線 ２ １ Ａ  
（ 第 １ 配 線 ） お よ び 配 線 ２ １ Ｂ （ 第 ２ 配 線 ） と が 物 理 的 に 接 続 さ れ て い る 。 加 え て 、 圧 電  
素 子 １ ０ の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ と 配 線 部 材 ２ ０ の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ と は 直 接 接 し て い  
る た め 、 両 者 は 電 気 的 に も 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 圧 電 素 子 １ ０ の 電 極 部 １ ２ Ａ 、  
１ ２ Ｂ と 配 線 部 材 ２ ０ の 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ と の 接 続 は 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ に よ り 実 現 さ れ  
て い る 。 す な わ ち 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト １ に 過 熱 を も た ら す は ん だ や 熱 硬 化 性 樹 脂 接 着 材 を  
用 い る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト １ が 過 熱 さ れ る 事 態 が 有 意 に 回 避 さ れ  
て お り 、 そ れ に よ り 過 熱 に 起 因 す る 特 性 の 劣 化 が 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト １ に お い て は 、 圧 電 素 子 １ ０ の 上 面 １ ０ ａ に 極 性 の 異 な る 一 対  
の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ が 隣 り 合 う よ う に 位 置 す る と と も に 露 出 し て い る 。 一 対 の 電 極 部  
１ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 周 囲 に 位 置 す る 絶 縁 接 着 材 ３ ０ の 第 ２ 部 分 ３ ２ に よ り 、 電 極 部 １ ２ Ａ 、  
１ ２ Ｂ 間 が シ ョ ー ト す る 事 態 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ て い る 。 ま た 、 絶 縁 接 着 材 ３ ０ の 第 ２ 部  
分 ３ ２ が 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 周 囲 を 囲 む こ と で 、 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ お よ び 配 線 ２  
１ Ａ 、 ２ １ Ｂ が 外 部 か ら 保 護 さ れ 、 耐 湿 性 や 耐 薬 品 性 等 の 信 頼 性 向 上 が 実 現 さ れ て い る 。  
絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 、 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 周 囲 を 一 体 的 に 囲 む 形 状 で あ っ て も よ  
く 、 図 ７ に 示 す よ う に 一 対 の 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の そ れ ぞ れ を 個 別 に 囲 む 形 状 で あ っ て  
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 圧 電 素 子 １ ０ と 配 線 部 材 ２ ０ と の 重 な り 方 向 か ら 見 て 、 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 寸  
法 が 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 寸 法 よ り 大 き い 場 合 に は 、 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ 周 辺 の 絶 縁  
接 着 材 ３ ０ の 一 部 が 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 下 に 潜 り 込 ん だ 形 態 と な り 得 る 。 配 線 ２ １ Ａ 、  
２ １ Ｂ の 下 に 潜 り 込 ん だ 部 分 の 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 、 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ に よ っ て Ｕ Ｖ 光 が  
遮 ら れ る た め に Ｕ Ｖ 硬 化 し づ ら く な る こ と が 考 え ら れ る 。 図 ８ に 示 し た 態 様 で は 、 配 線 ２  
１ Ａ 、 ２ １ Ｂ の 寸 法 （ た と え ば 幅 Ｗ ２ １ ） が 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の 寸 法 （ た と え ば 幅 Ｗ
１ ２ ） よ り 小 さ く な る よ う に （ ま た は 同 じ に な る よ う に ） 設 計 さ れ て お り （ Ｗ ２ １ ≦ Ｗ １  
２ ） 、 電 極 部 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ 周 辺 の 絶 縁 接 着 材 ３ ０ は 配 線 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ が Ｕ Ｖ 光 を 遮 ら  
な く な る こ と で 十 分 に 露 光 さ れ 、 十 分 な Ｕ Ｖ 硬 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の 記 載 か ら 把 握 さ れ る と お り 、 本 明 細 書 は 下 記 を 開 示 し て い る 。
［ 付 記 １ ］
　 主 面 上 に 第 １ 電 極 部 が 露 出 す る 圧 電 素 子 と 、
　 前 記 圧 電 素 子 に 対 し て 前 記 主 面 側 か ら 重 ね ら れ 、 前 記 第 １ 電 極 部 と 直 接 接 す る 第 １ 配 線  
と 該 第 １ 配 線 を 保 持 す る 基 材 と を 有 す る 配 線 部 材 と 、
　 前 記 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 接 着 材 と
備 え る 、 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
［ 付 記 ２ ］
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が 、 前 記 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と の 間 に 介 在  
す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 配 線 部 材 と の 重 な り 方 向 か ら 見 て 前 記 第 １ 電 極 部 の  
周 囲 に も 存 在 し て 前 記 配 線 部 材 の 基 材 お よ び 前 記 圧 電 素 子 に 接 す る 第 ２ 部 分 と を 有 す る 、  
付 記 １ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
［ 付 記 ３ ］
　 前 記 絶 縁 接 着 材 の 前 記 第 ２ 部 分 の 厚 さ が 前 記 第 １ 部 分 の 厚 さ よ り 厚 い 、 付 記 ２ に 記 載 の  
圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
［ 付 記 ４ ］
　 前 記 絶 縁 接 着 材 の 前 記 第 ２ 部 分 に お け る 前 記 配 線 部 材 の 基 材 と 前 記 圧 電 素 子 と の 間 の 接  
着 力 よ り 、 前 記 第 １ 部 分 に お け る 前 記 圧 電 素 子 の 第 １ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 １ 配 線 と  
の 間 の 接 着 力 の ほ う が 大 き い 、 付 記 ２ ま た は ３ に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
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［ 付 記 ５ ］
　 前 記 圧 電 素 子 の 主 面 に お け る 前 記 第 １ 電 極 部 と 隣 り 合 う 位 置 に 、 前 記 第 １ 電 極 部 と は 異  
な る 極 性 の 第 ２ 電 極 部 が 露 出 し て お り 、
　 前 記 配 線 部 材 が 、 前 記 圧 電 素 子 の 第 ２ 電 極 部 と 直 接 接 す る 第 ２ 配 線 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が 、 前 記 圧 電 素 子 の 第 ２ 電 極 部 と 前 記 配 線 部 材 の 第 ２ 配 線 と の 間 に 介 在  
し て い る 、 付 記 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
［ 付 記 ６ ］
　 前 記 配 線 部 材 の 基 材 が 透 光 性 を 有 す る 、 付 記 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ  
ト 。
［ 付 記 ７ ］
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が Ｕ Ｖ 硬 化 性 を 有 す る 、 付 記 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ  
ト 。
［ 付 記 ８ ］
　 前 記 絶 縁 接 着 材 が 嫌 気 性 を 有 す る 、 付 記 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 。
［ 付 記 ９ ］
　 前 記 圧 電 素 子 が バ イ モ ル フ 型 で あ る 、 付 記 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト  
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ … 圧 電 振 動 ユ ニ ッ ト 、 １ ０ … 圧 電 素 子 、 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ … 電 極 部 、 ２ ０ … 配 線 部 材 、  
２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ … 配 線 、 ２ ２ … 樹 脂 シ ー ト 、 ３ ０ … 絶 縁 接 着 材 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 2024-7723 A 2024.1.19(10)

フロントページの続き

(72)発明者　 寺田  壮志
東京都中央区日本橋二丁目５番１号  ＴＤＫ株式会社内


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

